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Apollindreの作品は、詩や短篇小説、美術評論などどれもほとんどが雑誌や
新聞などの定期刊行物に発表されたものである。<Alccols>の詩人は、その原稿
に加筆修正をほどこしたあと、作品集の構成要素としての働きを担わせる。こ
れまで、作品集の構成に研究者の関心が向けられることはあつたが(1)、作品が
発表された定期刊行物に関する研究は PLre Caizerguesの著作が存在する程度
である(2)。
本稿では、1912年に発行された雑誌 Zιsルノ″θ∫ル Pa/1isをとりあげ、そこに
発表された記事や作品を検討することにより、この時期の ApolHnaireの創作態
度を明確にすることを目的とする。その理由は、Ap01lhdreが途中からこの雑
誌の編集を任されるようになつたこと、<Zone>や<Le pont Mirabeau>など詩集
/たοοお に含まれる詩と第1次大戦後に出版される詩集 CαノJlig7a7″ιSに入るこ
とになる会話詩<Lundi rLle Chnsdne>や最初のカリグラム詩<Lettre‐Ocёan>など
が発表された雑誌であることから、この性格の異なつたふたつの詩集をつなぐ
彼の創作態度の変遷過程とその原因を読みとることができると予測されるから
である。
まず、雑誌 Lθs Sa′だθsルPaFおが発行された経緯を確認 したあと、この雑誌
で発表された Apollinaireの美術評論や詩作品を具体的に検討する。 とくに
Apollindreに編集の中心が変わる前後で、雑誌自体の性格がどのように変化し
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ているか、詩人の作品にいかなる変化が生じているかといつた点に焦点をあて
る。そして最後にApollindreの創作活動において雑誌ιθs肋ノ″θsルParJsが果
たした役割を明確にしたい。
Ⅱ
ιθs肋″ιθsルPaガsは、1912年月に作家Andrё Blllyが中心となり、ApoHindre、
Renё Dalize、Andrё Salmon、そして Andrё Tudesqの5人によつて創刊された月
刊誌である。この雑誌は経済的な理由から1913年6月の第 17号でいつたん発
行がうち切られる。5ヶ月後の 1913年11月に画家 Serge F6r江の援助のもと
Aponinぷreが新しい編集長となり、執筆者も大幅に入れ替わつて再出発する。
しかし、第一次世界大戦が原因となり、1914年の 7、8月の合併号で廃刊となつ
た。
Apollin」reの伝記的事実に基づいた研究を行つているMarcd Adёmaによると、
この雑誌が創刊された理由は、彼の友人たちが、/たθοJsの詩人がルーヴル美術
館のジョコンダ盗難事件の際にパリのサンテ刑務所に投獄されたショックで憔
悴しているのを目にし、自分たちの友情を確認するためであつたとい う(3)。 こ
のような事情で創刊されたといわれる第 1シリーズの特徴は、主義主張の異な
る新旧さまざまな作家や詩人が執筆 していることである(4、 前述 したような創
刊目的を考慮すれば、雑誌としての方向性が明確でなかつたことも当然であろ
う。それでは、Apollindreは・このような環境のなかで、どのような記事や作品
を寄稿していたのであろうか。
Lθs Saル″θsルfbrおの創刊号の巻頭論文は Apollindreの<Du sttet dans ia
peinture nouvdb>である。この論文は第 3号、第 4号に発表される論文<La
pdnture nouvdb>とともに、多少の加筆訂正を経て、ApoHin」reの最初の美術評
論書であるMこdirarJ"s劉巌磁J9“θsに組み込まれる。ApolHndreが定期刊行物に
発表する美術批評の数は 1910年以降急激に増加することになるが(5)、ιιs
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肋ノ′ι`s″λttsの巻頭論文を現代絵画に関する評論で始めていることを考慮す
ると、彼は創刊の時期からすでにこの雑誌に新 しい芸術運動の批評とその擁護
という位置づけを与えていたのではなかろうか。
これら3つの論文で述べられていることは、当時、芸術運動の主流となり始
めていたキュビスムが模倣の芸術ではなく、より高い次元の純粋絵画を目指す
ものだということ、つまり、キュビスムの画家たちは感覚的にではなく知的に
新 しいイリュージョンを想像するような概念的芸術を構築 していることの表明
である。Apollinaireのキュビスムに対するこのような考えは、これまでにも発
表され、これ以後もさまざまな場において繰 り返される彼の基本姿勢である。
しかし、彼は新 しいものを直観 し、肌で感 じることはできたが、理論家ではな
いということが、これらの論文から明確に理解できる。このことは、次のよう
な主観的な批評方法からも確認できるだろう。
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しかし、われわれが注意しなければならないことは、Aponinaireが新 しいも
のだけを絶対視しているのではなく、伝統と革新を問わず、さまざまな詩的霊
感を受け入れていることである。
Cet art de la peinture pure s'il paⅣient a se dёgager entierement de l'ancienne
peinture, ne causera pas nёcessairement la disparition de cene―ci, pas plus qu  le
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このような態度は、しばしば当時の作家、批評家によつて批判されたが、こ
れは、教条主義に陥らない Apollindreに特徴的な方法である。すでに述べたと
おり、第 1シリーズでは現代美術の革新的な流れを擁護するApollin」reの論文
とともに、古典的傾向のある詩人や作家の作品が掲載されているが、彼の芸術
に対する考え方がこの雑誌の構成におおきく反映 していると考えることもでき
よう。
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ApoHindreはこのような美術評論を第4号まで毎回執筆したあと、絵画に関
する評論は第H号の<RёJ■ё,pdnture pure>まで発表しない。このあいだの事情
は明確ではないが、創刊者の一人であるRenё DalLeが、新 しい画家に傾倒する
Apollindreの態度を非難していたこと、この雑誌の売り上げが伸びなかつたこ
と、そして何にもまして、雑誌の性格が Apollinaireが当初意図していたことと
違い、文芸を中心とした編集になつていたことが原因ではないかと推測できる。
Apollinaire自身も、第 1シリーズでは、美術評論ではなく、多くは詩集Иね"お
に採録されることになる詩の発表に中心をおいている (資料参照)。 tt H号で
発表された論文<RёJ16,pdnture purpも、その号の最終ページに、小さな活字
で「ノー ト」として発表されたものであり、前述 した3論文とは扱いが異なっ
ている。
論文<Rぬlれё,peinture purpは、画家 Robett Ddaunayの断片的なノー トを
Apollinaireが抜粋 して利用したものであり、色彩の同時的対比や同時性につい
て言及されている。当時の Ddaunayの立場は、画家自身が述べているとおり、
キュビスムの異端児であつた。PicassoやBraqucが画面から色彩を排除し、そ
の幾何学的構成を重要視したのに対し、Ddaunayは色の同時的コン トラス トと
いう手法を用いる。そして、印象派や装飾的絵画へと回帰するものだと非難さ
れていた :
Apollindreは論文<RёJlё,pdnture purpを発表する2ヶ月前に講演会でこの
キュビスムの異端児について言及してお り、その作品をキュビスム・オルフィッ
クと名付けて、彼をキュビスムの一流派に分類 している。この画家との出会い
によつて、Apollindreは未来派との同時性論争に関係するとともに、自らも文
学における同時性という問題に対して、詩や短篇作品で同時性の理論を実践し
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ようとするようになる。この傾向は多くの論者が指摘するとおり、二θ∫肋ノrιθsル
助rJsに発表されたふたつの詩、初めて句読点をすべて排除した<Vendёmiaire>
とくhn少にそのあらわれを見ることができよう。
以上のように、 Lθ∫肋′″ιθs″Pbrおの第 1シリーズは、Apollindreの美術に
対する態度、さまざまな芸術傾向を受け入れる姿勢が反映された構成になつて
いた。 しかし、彼が当初考えていたような、美術論や絵画論を自由にかつ継続
的に発表する場としては十分でなかつたといえよう。雑誌全体としては、執筆
者やその作品をみればわかるとお り、文芸雑誌的な傾向をもつ雑誌であつた。
そして彼自身も美術評論を執筆することよりも、詩集 Иたθοな に収録される重
要な詩作品を発表することのほうに重点を置くようになる。その結果、第 1シ
リーズが美術の新 しい傾向を文学で実践する場、つまり句読点をすべて排除す
る手法や<Zone>のように論理的つながりのない異なつた場所と時間を同時的
に配列 し、現実の非連続性を明らかにするような現代的な詩を発表する場と
なつたのである。
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第 1シリーズは、主に経済的な理由から1913年6月の第 17号で発行がいつ
たん うち切 られる。Andrё Blllyが一人で負債 を抱えることになつたが、
AponhJreは自らが編集責任者となり、この雑誌を存続させる意志を示す。画
家 Serge Fёratが金銭面での援助をすることによつて、1913年11月から、んθs
肋′″θsルParJsの第2シリー ズが始まることになった。
第2シリーズは第 1シリーズと比較すれば、その体裁も内容も大いに異なる
ものに変化している。体裁の点からいえば、判が大きくなり、表紙が変わり、
ページ数が増加 している。また、キュビスムの画家たちの絵画の複製写真が綴
じ込まれるようになった。Francis Picabiaの2枚の絵はカラーで印刷されており、
これは当時としては非常に珍しいことである(9ヽ
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記事の内容を概観 してみよう。Apollin」reは第 2シリーズの最初の号である
1913年の第 18号から毎回美術批評を掲載するようになり、第20号ではHend
Rousseauの特集号を企画している (資料参照)。 また、MauHce Rayndの映画時
評も開始される。当時、まだ映画が芸術の一分野だとは認知されていなかった
ことを考えると、これは革新的な試みであるといえる。また、執筆陣も一新さ
れ、Blaise CendrarsやMax Jacob、Alfred Jary、Albert Savinoなどが担当するよ
うになり、二θ∫肋″ιθsルPa″sは、若い文学や新 しい絵画そして映画や音楽まで
が垣根なく共存する、総合芸術雑誌となった。この雑誌は、Apollinttreが常に
主張していた「総合芸術」を具体的に実践することができる理想的な場となっ
たのである。それでは Apollinaireはいかに、この場を利用 したのであろうか。
IV
ιθsわ′だgs″乃″∴ゞの第2シリーズの方向性を決定するといえる最初の号、第
18号の内容を考察 してみよう。第 2シリーズは Picassoの「静物」の複製画か
らページが始まる。第 18号だけで Picassoの複製画が 5枚挿入されている。記
事を見ると、最初は「月報」で、匿名になっている(1°ヽ この「月報」は9月に
ベル リンで開かれた「秋のサロン展」に関する評論である。そこでは、パリが
新 しい芸術を創生する場であることや若い画家たちの活躍が述べられたあと、
特に画家 Ddaunayによる色彩の同時的対比についてスペースが割かれている。
上述 したとおり、この画家に対するApollindreの関心は高く、彼の展覧会のた
めに同年 1月に会話詩<Les Fenetres>を執筆 している。Apollinaireは恋人の
Mddeinc Pagёsに宛てた手紙で、「この詩以後、もうこれ以上の原動力を見いだ
すことはなかった」と書くほど、詩<Les Fenetres>のもつ美学の新 しさに自信を
もつとともに、Delaunayの影響の大きさを感 じていたに相違ない。Apollindre
はこの会話詩以外にも、二θ∫肋′″θsルPα″′s第19号で<Lundi rue Chdstine>、第
21号で<Le musiden de S」nt―Mery>などのような、会話詩という新しいジャン
ルの詩を生み出している。Jacques DyssordやAndrё Billyの証言によれば、<Lundi
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rtle Christhe>はApollinaireが頻繁に通つたカフェが舞台になっている。この詩
は聞こえてくる会話をApollinaireが机の端に書いたものがもとになっていると
言われているとお り、異なつた会話の断片を自由に結びつけたような構成に
なつている。そのため、誰が誰と話しているのかが明確でなく、意味のつなが
りのない会話が秩序無く並置されていることにより、その意味を決定すること
も不可能となつている。ここに存在する秩序はただ語句の配列だけである。現
実の断片を切 り取つたものが論理的なつながりなく構成されることにより、新
しい現実が生み出されたといえよう。詩人によつて作られたイマージュは、たつ
たひとつの対象と縁を結ぶ、つまリー対一の対応をすることはない。おのおの
が分離することによつて、無限に広がるまつたく新 しい世界が構築されたので
ある。これはキュビスムの画家たちが絵画で行つてきたことを、Apollina■eが
詩の世界で実践 しようとしたことのあらわれである。この意味で会話詩は彼の
ひとつの実験的な詩であり、彼がオルフィスムと呼ぶ純粋芸術を実践するひと
つの試みであつたと言うことができよう。
Apollinaireは、第21号で<Nos amis hturistes>と題 した論文を発表する。その
なかで、彼は未来派のMannettiの技法である「自由な状態にある言葉」と、HenH
Manin Barzunたちが用いている「オペラの台本にでてくる合唱」のような同時
性の詩について述べている。ApolHnaireはMannetdの新 しい技法に関しては一
定の理解を示 しているが、そこには叙情性がないという批判を忘れない。そし
てこの MaHnetJの方法に取つて代わるものとしてオルフィスムをあげている。
また、Barzunとは同時性を巡つて長期間論争が続いた(11ヽLθs肋′だθsルPαrJs
第25号に発表された論文<Simultanёisme‐Librettisme>も、Barzunが雑誌<Poёme
et drame>でApollindreを非難したことに対する(鯰)、 詩人側の回答である。
ApolHndreはこの論文のなかで、Barzunの詩的同時性はさまざまな声を組み合
わせたに過ぎず、劇場的手法か蓄音機を用いてしか実現不可能であり、テクス
トの記述法も継起的で、同時的ではないと批判している :
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Le sirnultanёisme poёtique de M.Barzin ne peut s'exprilner qu'au moyen de
plusieurs voix combinёes C)'est du thёatre.Dans ie livre a lecture ces voix ne peuvent
etre que successives, donc si M.Barzun veut une poёsie eabctivement silnultanёe, 11
faut qu'1l fasse appel a plusieurs rёcitants o  qu'il se serve du phonographie,mais tant
qu'1l se seⅣira d'accolades et des lignes typographiques habitueHes,sa poёsie restera
success市e.Pour ce qui conceme la polyphonie,j'ai dit quc Jules Romains en avait
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さらに、同時性を実現するための試みが散文作品<L'enchanteur pourissant>
や詩<Vendёmiaire>、<Les Fenetres>であり、CendrarsとDelaunay Terckが共同で
作成 した<La Prose du TranssibёHen et de la Pethe Jehanne de France>が最初の同時
詩であると述べている :
C'est ainsi que si on a tentё(L'e chanteur pourrissant,Vendёmiaire,Les fenetres,
etC。)d'habituer l'esprit a cOncevoir un poeme simultanёment comme une scёne de la
vie, Blaise Cendrars et Mme Delaunay Terck ont fait une prerrliёre tentative de
siinultanditё ёcrite ott des contrastes de couleurs habitualent l'cil a lire d'un seul
regard l'ensemble d'un poeme,corrlme un chef d'orchestre lit d'un seul coup les notes
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このような同時性の追求とい う観点か ら考えれば、ApollinJreがこの記事と
同 じ第 25号に最初のカ リグラム詩<Lettre-Ocёan>を発表 したことも意味がある。
また、この詩以降にι`s肋′″θs″Par′s誌に発表 された詩はす
べてカ リグラム
の詩である。ApollindreがDdaunayの絵画に着想を得た会話詩<Les Fenetrep
の執筆以後、それ以上の原動力を見いだすことができなかつたと告白している
ことを考慮すれば、会話詩<Lundi ruc Christine>や<Le musicien de Saint‐Merry>
そ してこのカ リグラム詩 といつた作品は、どれ も<Les Fenetrepで表現 した同時
性を越えようとする試み、一種の実験的な詩であつたとい うことができよう。
このように、同時性の探求がこの当時 Apollinaireの心をとらえていたものなの
である。同時性を追求する詩人が、映画 とい う新 しいメディアを芸術の一分野
として認知す るまでに時間はかか らなかつた。その端緒 となつたのが、こθ∫
肋′″ごθs″Par′s最終号に掲載された画家 Lёopold SuⅣageの論文<Le Rythme
colorё>であつたとわれわれは考えたい。これは図形に色彩 と動きを連続的に加
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えることによつて、芸術的効果を生み出すという理論で、その芸術性は音楽が
さまざまな音の振動の連続で構成されるのと同じであると述べられている。こ
の映画理論が発表される以前から、Apolhndreは直観から映画が新 しい芸術に
なるであろうことを予言してはいた(15)が、この SuⅣageの理論によつて自分の
考えに確信をもつたのではなかろうか。戦争でこの雑誌が廃刊にならなかつた
ならば、映画に向かう詩人の姿がさらに明確にあらわれたに違いないであろう。
V
以上のように、雑誌んθs肋′″ιθsル′りrおは第 1シリーズと第2シリーズとで
は、その性格が著 しく異なっていることが明らかになった。第 1シリーズは確
固た る方 向性 を もた ない雑 誌 で は あ つた が、Apollin西reがくZon,や
<Vendёm面re>のような新 しい感覚の詩を発表する場として機能 していた。しか
し、彼が編集の中心となった第2シリーズからは、文学や絵画そして映画や音
楽などが共存できる総合芸術雑誌へと変貌をとげる。つまりApollin激reが主張
していた総合芸術という考えを具体的に実践できる理想的な場となつたのであ
る。Michel Dёcaudinの言うとお り、新 しさの探求こそ Apollin」reの芸術を創造
する動機となるものである。こθ∫ルゴだθ∫ルRttsはこの新 しさを自由に形にでき
る場、あらゆる可能性が秘められている場であつた。第 1次大戦によつて、こ
の理想的な場は失われることになつたが、この雑誌に執筆したり紹介されたり
した新 しい芸術家たちは、その能力を見事に開花させている。短期間ではあつ
たが、二θs肋″ιιsル助FJsが新興芸術に対して果たした役割は非常に大きい。今
後は、それぞれの芸術家の活動のなかで、この雑誌がどのような意味を持って
いたかを解明すると同時に、20世紀芸術史におけるんθs肋滋θsル′α″Jsの位置
づけを明確にする研究が必要である。これらの点については、これからの課題
としたい。
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注
(1)作品集の構成については、以下のような研究がある。
拙晴ma峰集ま1∬憲軍婁ζ7ζ裸警り堪L∫ビ」沢写「:ツランス文学剛 ,日本フラ
ンス文学会,1958
小浜 俊郎「『アルコール』の構成と意味-1908年の作品を中心とする一考察―」,『教養論
叢』45,慶応大学,1977
塚原 史 「アポリネールの円環一『アルコー ル』をめぐつて1,『人文論集』28,早稲田大
学法学会,1989
伊勢 晃 「ι7ιだs′ar9“θ` rCたの作品構造について一主人公の『死』という観点からの考察」,
『年報フランス研究』26,関西学院大学フランス研究会,1992
(2)Picre caizergucs И′ο綺″a′″ノο“
″7α″S″r,Minart 1981
(3)Apollinaireがこの盗難容疑によつて受けた精神的苦痛は長く続いたことは、恋人Madeleineに
宛てた手紙や友人の証言から知ることができる。また詩くI′e pont Mirabcau>のルフラン部分は、
投獄されていた時の日付が入つた草稿が残つているし、この雑誌に発表された詩 <Sur les
proph6ties>に登場する予言者Madamc Deroyは、Ap llinaireが投獄されることを実際に予言し
た人物である。
(EC,H,P493
Michel D6caudinレ滅,ssliar″Иたοοrs,PP 9o~91・
Fratt Balandier ι
“
′″おο″″4″FFliPr″″,p75
(4)たとえば「 mncis Carcoなどのファンテジス トやDominiquc Combetteのようなスピリチ
ェアリス
トと、モデルニテの詩人 Apollinaireが同時に記事を寄せている。
(5)この理由はApollimireが雑誌ν
“"″
ルFr"“だけでなくι物′rarsぼ"rやPα″おブο“
″「α′紙な
どの定期刊行物の美術批評欄を担当するようになつたからである。
(6)くLa peinturc nouvelle Notes d'art>,lib′ど,p l15
(7)<Du sttet dans h peinture modeme>,SPI,p4
(8)Robert Delalmay D“αbis"θar'α″r abs′″′,p.82
(9)OPII,の編集 者の 一人 である PLrre Caiz(犯ues氏の指摘による。
(10)マニ ュスク リか ら Apollinaircが執筆者であ ることがわかっている。OP11,pp 621-624とPierre
Caizergues氏の指摘 に よる。
(11)同時性論争についての経緯は、後藤新治「ボッチョー ニとドロー ネー の『同時性』論争に関
する4つのテクスト」,pp 35-71と同氏の研究発表レジュメおよびハンドアウトに詳しい。(「『同
時性』のイディオロギーーUボッチョー ニ、Rドローネー、Gアポリネールの批評テクストを
中心に一J第49回日本美学会全国大会、1998年10月ll日 於京都大学)
(12)BarzunはApollinaireがレs Sofだ`s″Par′
s第21号で、彼の考案した用語aramalsme>を剰窃
したといつて批判している。
(13)SPHっp323
(14)′b′ど,pp.323-324
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(15)Apollinaireと映画の関係については、以下の拙論を参照。
「AIxDlhnaircと映画― シナリオια β″力αr′″について―」,『人文論究』45‐3,関西学院大学人
文学会,1994,pp 13卜142
「Apolhnaireの短篇作品と映画一 レめθ"ノル を中心に一J,『年報フランス研究』29,関西学
院大学フランス学会,1995,pp.10卜H2.
「シナリオLα 3だ力αルθの復権―映画におけるApolhnaireの新しさ―」,『人文論究』46-3,関
西学院大学人文学会,1996,pp.228-239.
「Le roiluneについて一映画という観点からの一考察一」,『大阪産業大学論集 人文・社会科
学編』92,大阪産業大学学会,1997,pp.129-137
使用テクスト:
Lcs Sο″ゼ′s ag Parぉム〃(Rёimpression de lてdition dc Paris),Slatkine,197i  SPと口各ヨ己
αレvras θ
“′
raS`εο″′″たs〃,Gallimard(BibliOtheqlle dc la Plёiad ),1991   0PHと脳静;記
α″″s cο″′たたSルG"′llm″θ4"Jrli4α′″r―/乙Andre Balland et Jacques L∝at,1966 (ECと略記
主要参考文献 :
(著書)
Marcel Adёma     G"′Jra″θⅢ 肪″αj″ル″ar‐αlimど,Pim,1952
Franck Balandier    ιω′r sο購グ初 rrli″αj″,Ministere de la justicc(Filigrancs l),1999
しluren∝Campa     ιセs油び訪″″θどηοrrliFaJ″,sEDES,1996
Michel DOcaudin       ια ε′lis`dしsソde“rs s″bοJlisたノ∂95‐′9ノイ,SIatkine,1981
4ヮ。rrli″α′″,Librairie Seg■u r―Va abondages,1986
ιθあssJθ″グИたοοrs(′ra,S'″″θι″′ο″″wり,Dro2,1996
Robert Delalmay     D″ε″bお″θa′b″′αbsrralir,sE.VPE.N,1958
4ヮ。rrli′,ali″cri′,9“`Sグ
b″r,Pa五s―MILSёeS/Gallimard,1993
Rοわど′・rD′たπ′″4ソ′9θ6-′9ノイD′′∵″ρ″ss′ο″″′s″`a′
bめsrrac′′ο
“
,Centre Gcorges Pompidou,1999
(論文 )
L.C.Breunig   《Aponinaire et le cubisme〉〉,Lettre  Modemes,Minard(ooll.《Gu llaume Apollinairc l》),
1962,pp 8‐24
J.C Chevalier et L.C Breunig
《Apollinaire ct Les Pcintres cubistes》,Le tres Moderrles,Minard(coll.《(hill ume
Apollinaire 3)〉),1964,pp 89‐112
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JG.Clark     くIttlalmaゝAptDllina缶e et Les「enetres》,Minard(cOllく〈Arch市es Guillallrne Apollinaire
17)〉),1968,pp 100‐11
後藤 新治 「ボッチョー ニとドロー ネーの『同時性』論争に関する4つのテクストJ,『西南学
院大学 国際文化論集』第12巻第1号,1997,pp 35‐71
後藤 新治 「アポリネールの未来派美術批評」,『西南学院大学 国際文化論集第13巻第 1
fl,1998,pp l‐83
伊勢 晃  「連作小説乃′,′δ““とApollina汁e―一 ιθs Sottesル′αガ を中心にJ,『年報フランス研究』32,関西学院大学フランス研究会,1998,pp l-13
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資料  止θs SoiたθsめP熱sに発表されたApo‖haレeの美術批評と詩作品
年・月 美術批評 詩 その他の事項
1912.
2
Du suJet dans ia pemme
modcme
Per te pracserltit aruspex
Le pont Marabeau
1912
3
い けe lettes str la
pemture
1912.
4
L peinture nouvene
Notes d'art
1912.
5
La peintI℃ouvelle
Notes dhrt
L'」er
1912.
6
L'ingenieur hoHandais
1912.
7
Rosmonde
mdc_sybille
Clotilde
1912
8
Petites r“ettcs de magie modme
1912
9
Voyager
Famy
Cors de chasse
1912
10
Marie
1 1912
11
Vttmialre
1912
12
賂ali“,peinture pureあ ne
12,
13
1913.
1
合併号
1 1913
3
1 1913
4
Inscription pollr le tombeau
de Hmi RollssCa■dOllanier,
1 1913
5
CoIIment Perceval宙nt en urlg
chasteau nomll10 Bcau‐Repaire,ou
Blanche■ollr trouva laquc‖e voit
assi6Qёe Clarnandier.
1913.
6
1 1913
11
Salon d'autorFme
Chronique mensuclle
絵の複製登場
次号の予告開始
1 1913.
12
Chronique rrlensuellc
Salon diautormc(Suite)Lundi ruc Christinc
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(文学部非常勤講師)
1914
l
Chroniquc mensucllc Hen百Rousseau特集
1914Nos amls htunstesI′e mu icicn dc Saint‐M呵 Mau面ce Raynd映画時評開始
1914.
3
Chronique merlsuclle PicaЫの複製画カラー で登場
1914
4
Chronique mensuclleRotsogc
Souverllr du IDouanler
JacObの詩 Pttntemps et CinO
matogl‐aphique me10s
Sa宙nOのlノe drame et la musique
1914
5
Chroniquc mcrlsuellePropheties
1904
Llanguille
Jarry作の人形の写真掲載
1914
6
Chronique rnerlsucllc
Simultanismc―L brettismc
LttresJO泊an Apollinaire初のカリグラム詩
Cendrarsσ)詳「FantOmas
26,
27
1914
7
Chronique nlensuelleVoyag
Pavsatt anime
L cravate etla montre
Cellr cotlrtDrlne et Mirdr
Arbouinの言平論 Devant dPidO
ogramme d'Apollinaire
数枚のApd!indreの肖像画掲載
JacobのFantomasに関する評論
Ecrit par la S.A.F
SuⅣageの映画理論 Le Rythme
colorO
